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名」「やや役に立った 名」「あまり役に立たなかった 名」「まったく役に立たなかった 名」という結
果になった。
自由記述抜粋
・福祉の現場で働いている人がどのようなことをしているのか知れたから。
・地域分野に興味があるので大変参考になりました。また閉鎖的な支援ではなく、地域に開けた支援を行う
ことが大事なことがわかりました
・自分が知らなかった情報だらけで少し将来につながった気がしたため
・将来、自分自身が地域とどうつながりを持っていくべきか学べました。 その他、 件
今回の学生参加者の多くは 年生であったため、福祉領域に関する情報も講義内の話題が多くを占めてい
たと考えられる。その中で、自分達がこれから目指す福祉実践現場で活躍する専門職者の声を聞くことが出
来たことが将来への参考になったと考えられる。
４．おわりに
本稿では、学生の早期のキャリア形成、共生社会に関する学生理解の促進、道北の専門職者と学生の交流
を目的とした研修会の概要とその評価について報告した。アンケート結果を見ると、参加した学生に対して
は、一定のキャリア形成支援効果があったと考えらえる。しかし昨年度からの課題 長谷川ほか でもあ
ったが、学生の参加人数に比べ一般参加者としての福祉専門職者は少なく、福祉専門職者の参加者数を増や
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していくことが継続的な課題となった。今回得られたことを踏まえ、次年度以降の事業実施につなげていき
たい。
本学社会福祉学科における社会福祉士および精神保健福祉士養成教育において、その養成教育上、定めら
れたカリキュラムだけではなく、本事業のように地域内で活躍する福祉専門職者の実践談や福祉領域を体験
する機会を提供することが、共生社会において求められる福祉専門職像の形成にも有効であると考えられる。
学生支援という面だけではなく、道北地域における高度な福祉専門職者の養成に資する機会として今後も本
実践事業を発展継続させていきたい。
資料 研修会チラシ
【付記】
本稿は、平成 年度名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター研究・実践支援による「社会福祉領域における在学生
のキャリア形成支援を目的とした研修会事業の開発」における成果の一部である。
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